



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































性にとって問題があると考えられる条項がいくつか含まれていた。ひとつは二人目の妻と結婚する場合の問題で 革命前の家族保護法では、結婚している男性が二人目の妻を娶ろうとする場合、実質的には最初の妻の許可必要だった。しかし、二〇〇七年に初めて提出された法案の第二三条は 財政的な余裕があることを証明 だけで男
性は二人目の妻を娶ることができ












































































































































































































































































































二〇一二年一月、司法権のウェブサイトに法案が掲載されるまで 何度も修正や加筆が加えられてき 。家族保護法をめぐる議論の変遷 明らか するためには、この加筆修正の過程を丹念にたどる必要 あ 。　
さらに、この法案はまだ法制化に至っていない。そのため、二人目の妻の
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īzān, 1390 (kh.) 





































































































































1, accessed 11 M
ay 2012.
（
31）
欧米諸国による経済制裁のために、現在イランの金貨の価格には揺らぎが見られる
が、
二
〇
一
二
年
一
一
月
時
点
の
価
格
で
金
貨
一
枚
に
つ
き
約
一
二
〇
万
ト
マ
ン
で
あ
る。
これは、約九八〇ドル あたる。
